
平成 19 年 4 月１日 
 

名古屋観光日急株式会社 
 

運輸安全マネジメントに関する取り組みについて 

 
弊社は平成 16年 12月 28日に東海三県のバス事業者としては初めて環境にや

さしい経営＝「グリーン経営」の認証を取得し、平成 18 年 12 月 26 日に認証登

録を更新いたしました。 
また、観光バス及び路線バスが運行中にトラブルに巻き込まれた場合、お客

様の安全・安心を確保するため名鉄グループ 19 社によって「名鉄グループ観光

バス連盟危機管理体制」を確立いたしました。これは、名鉄グループ 19 社と契

約するドライブインなど全国900箇所の施設と危機管理ネットワークを構築し、

トラブル発生時に最も近い施設から現地へ係員を派遣していただき、情報の収

集を行うとともに、お客様への支援を行うシステムであります。 
さらには、旅行新聞新社が主催する「プロが選ぶ優良観光バス」全国第 3 位

に輝いています。 
このような状況の中で弊社では輸送の安全を確保するために、以下のとおり

全役職員が一丸となって取り組んでまいります。 
 
 
１ 輸送の安全に関する基本的な方針 
 
（１） 取締役社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深

く認識し、社内における輸送の安全の確保に主導的な役割を果たし

てまいります。また、現場における安全に関する声に真摯に耳を傾

けるなど現場の状況を十分に踏まえつつ、社員に対し輸送の安全の

確保が最も重要であるという意識を徹底いたします。 
 
（２） 輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（Plan Do 

Check Act）を確実に実施し、安全対策を不断に見直すことにより、

全役職員が一丸となって業務を遂行することにより、絶えず輸送の

安全性の向上に努めてまいります。また、輸送の安全に関する情報

については、積極的に公表いたします。 
 



２ 輸送の安全に関する目標 
  
（１）平成 19 年度安全目標 
   ①死傷者を出す事故を起こさない。「人身事故 ゼロ」 
   ②有責事故を起こさない。「有責事故 対前年５０％減」 
 
（２）平成 19 年度安心目標 
 「名鉄グループ観光バス連盟危機管理体制」の内容の充実を図る。 

  
（３）平成 19 年度環境保全目標 
   「グリーン経営」を推進し、地球温暖化を促進する二酸化炭素等の発生

を抑制するために、事故にも直結する急発進、急加速、急減速をなくし

エコドライブを徹底させる。     
（デジタルタコグラフによる安全運転管理） 

   
３ 事故統計（自動車事故報告規則第２条に規程する事故） 
    

平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日  ０件 
 

以上  


